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【短報】自然環境下におけるクロズマメゲンゴロウ
の卵および上陸の記録

クロズマメゲンゴロウ Agabus conspicuus Sharp, 
1873 は，国内では北海道から九州に分布するマメ
ゲンゴロウ属の種である （森・北山，2002）．本種
は北海道の調査において幼虫で越冬することが確認
されており （上手，2002），西城 （2001） では 10，11
月に，三田村ほか （2017）では 3，4，7 月に幼虫が
確認されている．筆者は福井県において本種の卵を
採集した．自然環境下での繁殖生態に関する貴重な
知見だと考えられるため，愛媛県の観察事例と併せ
て報告する．卵の採集地には希少種が生息している
ため，詳細な地名は省略した．

報告に先立ち，福井県の調査地を案内してくだ
さった福井大学の保科英人博士に御礼申し上げる．

2 卵，福井県坂井市，6. XI. 2018，筆者採集．
本種の卵はサンショウモ Salvinia natans （L.） All.

の葉または根に産み付けられていたようで，持ち
帰ったサンショウモを 26℃の飼育室で飼育したと

図 1–2．クロズマメゲンゴロウの 3 齢幼虫 . 1，飼育下で成
育した福井県産の 3 齢幼虫；2，蛹室を作るため上陸
した 3 齢幼虫（愛媛県鬼北町のため池にて撮影）．
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ころ，1 株から 2 頭の幼虫がふ化した．正確に同定
するため，飼育により 3 齢幼虫まで成育させた後，
林 （2015） や三田村ほか （2017） を参考にして，腹部
末端節に長毛をそなえる点や頭部の斑紋などから本
種と同定した （図 1）．

自然環境下において，本種の幼虫は 10 月頃から
出現し （西城，2001），幼虫で越冬 （上手，2002），
4 月に新成虫が出現することが知られている （林，
2015）．また，筆者は愛媛県鬼北町のため池にて，
2010 年 3 月 5 日の 19 時 39 分に，蛹室を作るため
に上陸した 3 齢幼虫を撮影しており （図 2），同時刻
帯には同様に上陸する幼虫が複数確認された．以上
の情報を整理すると，本種は晩夏以降に産卵し，幼
虫のまま越冬．初春頃に蛹化のため上陸し，4 月頃
には羽化した新成虫が水中で活動を開始するものと
考えられる．一般的に幼虫が出現するのは 10 ～ 4
月頃だと推測されるが，三田村ほか （2017） では 7
月に幼虫が確認されている．島根県の野外調査にお
いては，この時期には水田ため池ともに幼虫は確認
されていないが （西城，2001），寒冷地あるいは生
息地によっては夏季にも繁殖する個体がいる可能性
も否定できず，情報の蓄積が求められる．
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【短報】北限を大きく更新するコヤマトヒゲブトアリ
ヅカムシ（ハネカクシ科アリヅカムシ亜科）の北海道
利尻島からの記録

コヤマトヒゲブトアリヅカムシDiartiger fossulatus 
Sharp, 1883 は，日本本土と朝鮮半島南部に産し，よ
く知られた好蟻性の甲虫である．Nomura （1998）
によれば，その北限は北海道南部 （千歳市美々な
ど ） で あ っ た． 本 種 は Nomura （1997）, Nomura & 
Komatsu （2012） および Nomura et al. （2013） により，
以下の通り 8 亜種に分類されている．

コヤマトヒゲブトアリヅカムシ D. fossulatus Sharp, 
1883：北海道～九州，朝鮮半島

D. f. fossulatus Sharp 名義タイプ亜種：北海道～
本州東部 （フォッサマグナ以東）
D. f. izuinsulicola Nomura, 1997 伊豆諸島亜種：
伊豆諸島
D. f. ispartae （Karaman, 1969） 中 部 近 畿 亜 種：
フォッサマグナ以西の中部，近畿地方
	D. f. morimotoi Nomura, 1997  西日本亜種：
中国，四国，九州地方北部
 D. f. tadauchii Nomura 
et Komatsu, 2012 対馬
亜種：長崎県対馬
 D. f. imasakai Nomura, 
1997 島原半島亜種：
長崎県島原半島
 D. f. hirashimai Nomura, 
1997 南九州亜種：熊
本県南部，宮崎，鹿
児島県
 D. f. dentipes Nomura 
et Lee, 1992 朝鮮半島
亜種 ：朝鮮半島，四
国南西部 （愛媛，高
知）

図 1．北海道利尻島で採集
されたコヤマトヒゲ
ブ ト ア リ ヅ カ ム シ
名 義 タ イ プ 亜 種 ♂

（スケール：0.5 mm）．

図 2．更新された，日本国内におけるコヤマトヒゲブトア
リヅカムシ 8 亜種の分布図．


